
 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学は、多角的なものの見方ができ、問題

を自ら発見し、解決することのできる教養人

を養成します。そのためには、得られた知識

相互交流によって醸成させ、実践へ結びつけ

ることが欠かせません。 

そこで、本授業では、３つの「共生社会

をテーマとして、情報のインプット、アウトプッ

トや情報の処理・管理に必要な基礎的なアカ

デミックスキルズを習得します。 

※全回受講された方には「山口県立大学公開授

業受講修了証」が授与されます。 

 

 第 1回 5 月 13 日（金） 

地球環境と

地球規模で起こっている環境破壊。この状況

理解しながら、自分たちにできることはなにかを

 第 2 回 5 月 27 日（金） 

多文化社会と
NPO 法人「環境市民

市民の力がまちを変える、市民の力で自治体

ちづくりの紹介や日本の環境首都コンテストの

くりについて考える。 

 第 3回 6 月 10 日（金） 

人間社会と
神奈川県立保健福祉大学

演者の経験をもとに、他者と共に生きるためには

を持てばよいのか、その価値や倫理について

祉社会を構築するために人と人が共に生きることや

いて理解し、共生社会を構築する一員として何

開講期日 5 月 13 日（金） ・ 5 月 27 日

時  間 各回 16 時 10 分～17 時 40 分

会  場 山口県立大学講堂（桜圃会館）

受 講 料 各回 500円 

申込方法 

はがき ・ 電話 ・ FAX で， 氏名

下記の申し込み先までお知らせください
山口県立大学附属地域共生センター

〒753-8502 山口市桜畠 3-

締  切 平成 23 年 5月 9日（月）必着

問題

教養人

知識を

びつけ
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アウトプッ

なアカ
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と共生 
東京都市大学 教授 中原秀樹 

状況が起こすさまざまな国際問題を

にできることはなにかを考える。 

と共生 
環境市民」 代表理事 杦本育生 

自治体が変わる。環境先進国ドイツのま

コンテストの実績から、自分の暮らすまちづ

と共生 
神奈川県立保健福祉大学 准教授 川村隆彦 
きるためには人としてどのようなまなざし

について概説する。差別や偏見のない福

きることや支えあうことの意味につ

何ができるか考察する。 

日（金） ・ 6 月 10 日（金） 

分 

） 

氏名 ・ 住所 ・ 電話番号 を 

らせください。 
センター 生涯学習部門 

-2-1 電話・FAX 083-928-3495 

必着 

年度前期公開授業 

（部分公開） 


